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デジタル技術で「データによる産業革命」を体現、需要ドリブンで市場を席捲

•Google・Amazon・Facebook (Meta)・Apple・Microsoftの最強エコシステム

•自動的にデータ収集・利活用してワークフローを最適化する自律的な成長モデルを構築

米系プラットフォーマーのビジネスモデルで自国ユーザーのニーズに応えて成長

•バイドゥ、アリババ、テンセント、ファーウェイ（BATH）が巨大国内市場を牛耳る

•新御三家トゥティアオ、メイチュアン、ディディ（TMD）も台頭

GDPR運用とデータ共有基盤構築で米中メガプラットフォーマーに対抗

• International Data Space Association、GAIA-X、Catena-Xなどの取り組み

•企業・業界の垣根を超えデジタルに連携、全体最適と新たな付加価値創出を目指す
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連携によるスケールを追求しグローバルに構築が進む

デジタルプラットフォームで最適化された社会モデル
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米メガプラットフォーマーに対抗して欧州で進む

データ連携による巨大なエコシステム構築

130以上の企業・組織が参加
60以上のユースケース

350以上の企業・組織が参加
90以上のユースケース

データ主権を担保したデータ共有の標準・
ルール策定を目的とした組織

効率的かつ安全なデータ流通のための
基盤サービスを開発するプロジェクト

データ共有促進のため、データ流通
ルール・仕様・参照アーキテクチャ策定、
ユースケース蓄積の推進に取り組む

Federation Service※1に基づく
データ交換についてのユースケース開発、
参照アーキテクチャ策定などを行う

IDS Connector
データ共有のための

オープンソースコネクタ※2

EDC※3 Connector
IDCコネクタをより実装に
フォーカスしてアップデート

データ主権＋Federation Service EDCコネクタ活用

100以上の企業・組織/10ユースケース開発中

自動車バリューチェーン全体でのデータ共有エコシステム

バリューチェーン全体で効率化、最適化、競争力の強化、
持続可能なCO2排出量削減などの実現が目標
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Gaia-Xの思想

⬧ データ・コンピュータ資源・
アプリケーションを一旦分解

⬧ データ発生源にデータ主権

⬧ 自律分散連邦型での
企業間データ連携を図る仕組み

⬧ データ連携プロセスはいわゆるM2M 
(Machine to Machine）で
自動的に行う想定

※1 非中央集権・分散型のクラウドでのデータ共有
※2 データ共有のためのオープンソースのゲートウェイ
※3 Eclipse Data Space Connector, the

出典：ビジネス＋IT 2022年9月29日掲載 「IDSA、GAIA-X、
Catena-Xの事例29選、欧州が主導する『データ共有ネット
ワーク』の全体像」その他を参照してIPAが作成
 https://www.sbbit.jp/article/cont1/94307



世界をターゲットとしたアプリケーションやサービスを
企業・個人が開発・共有できるプラットフォームを提供

米・中型は：

•個社がリードするメガプラットフォーマー1社内での水平展開

欧州型は：

•独自性を維持するガバナンスの下での各自が独立したイニシアティブ

新たなデジタルエコシステムを通じて日本が目指す形は：

•全体最適を実現する官民協調によるアーキテクチャ連携
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海外とも連携しつつIPAが推進する

日本型のデジタルエコシステムモデルとは



我が国が進める取り組み

Ouranos Ecosystem（ウラノス・エコシステム）
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出典：経済産業省の2023年4月29日ニュースリリース掲載の図をもとにIPAが作図  
https://www.meti.go.jp/press/2023/04/20230429002/20230429002.html

日本のデータ連携・サービス連携を自律分散的に誘発すべく

企業・業界を超えた「場」と「基盤」を構築する取り組み

• 個者による部分最適ではなく国としての全体最適化をめざす

データを競争力の源にするプラットフォーマーモデルに学ぶ

• データの「量」より「連携」による価値創出をめざす

政府が政策・制度を立案しIPAが実装支援

• 海外データ連携イニシアティブとの相互運用調整も視野に、

民間企業の参加を広く推進

日本の
データ連携・サービス連携

イニシアチブ

産官でめざすデータ連携に関する日本型エコシステム



メガプラットフォーマーにも学び、米欧中に伍してデジタル時代の競争優位をめざす取り組み

ウラノス・エコシステムとは何？

さまざまな社会・産業の課題解決と競争力強化のためのDXを
実現すべく、官民が一体となって描く全体アーキテクチャの下、各所
に存在する協調領域を設定し横串を通す構造変革イニシアチブ

【概要】

企業や業界・国境を横断するデータ共有やサービス連携・
ビジネス連携の仕組みをつくる産・学・官共同での取り組み

【目的】

異業種間でのデータスペース※共有で「場」を形成し：

⬧ 縦割りの部分最適から全体最適へ

⬧ 参加者の自律的な横連携を推進し、競争分野以外での
協調・共創で異業種間での「価値創造」を可能に

⬧ 共通基盤を構築し参加コストを低減、新規参入も容易に

⬧ チームの総力戦で新たな時代の事業環境に適応、課題解決へ
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※国境や分野の壁を越えた新しい経済・社会活動空間

ガバナンス
ルール

サービス

データ
モデル

デジタル
基盤



欧州のデータ共有基盤の活用も視野に入れつつ進める日本の取り組み

ウラノス・エコシステムでの産学官連携イメージ
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アーキテクチャ設計1

研究開発・実証2

社会実装・普及3

産 学 官

共同プロジェクト＠IPA（DADC）

官

産

学

産 官

競争

サービス

協調

サービス*1

公共

サービス*2

参画

支援

実施

インセンティブ＋エンフォースメント

OSS

報告書 ガイドライン

インセンティブ

技術仕様

サービス

運用者の異なるシステムの連携イメージ ステークホルダ関係・成果物のイメージ

⬧ アーキテクチャ設計をIPAが、研究開発・実証と社会実装・普及までを産学官の連携で担う



デジタル空間での競争優位に必要な資源はデジタルエコシステムで共有可能に

差別化要因もモノからコトの世界に

これまでは
経営資源の
パラダイムシフト

DXの
世界では

人の工数よりその
知見・データに価値が

ヒト データ

モノより体験・課題解決・
情緒的価値に評価が

モノ コト

コスパだけでなくタイパ、
先行者利益が重要に

カネ ジカン
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⬧ 物理世界のプロジェクトでは
投資の対象はヒト・モノ・カネ
• 「一者で確保できる量」が競争力に

⬧ デジタルの世界で重要なのは
データ・コト・ジカンに
• ヒトの行動や知識をデータ化し、
共有可能なリソースに

• モノやサービスの提供より顧客が喜ぶ
コトを実現して差別化を

• 同じ内容なら「初めて」になることで価値を

⬧ 「データ共有」「コトの実現」「短期間
での商品・サービス開発」を可能に
するための共通基盤が必要に
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設計する

◼ アーキテクチャ設計 ◼ 社会実装・普及支援

政府 防災 教育 医療 日用品 金属 素材 電池 自動車 エネルギー 航空 海運 金融

業界・分野

･･･

産 学

共同プロジェクト＠DADC

官

インセンティブ・エンフォースメント

･･･

データ連携・サービス連携を実現するための

システム/ビジネス基盤を構築 （標準、システム、サービス等）

競争
サービス

協調
サービス

公共
サービス

準拠する

産 官

ウラノス・エコシステムで目指す

業種横断的なシステム連携とIPAの役割

出典：2023年7月24日経済産業省「デジタルライフライン全国総合整備計画の検討状況について」をもとにIPAが作成
https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/83b26b14-5c99-4268-970c-fefc1f0a7b71/c0a4f290/20230725_meeting_mobility_roadmap_outline_04.pdf
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産学官の高度な
プロフェッショナルが集結、
アーキテクチャの設計を

担う専門組織

参
画

実
施

（DADC）

https://www.digital.go.jp/assets/contents/node/basic_page/field_ref_resources/83b26b14-5c99-4268-970c-fefc1f0a7b71/c0a4f290/20230725_meeting_mobility_roadmap_outline_04.pdf


産官でめざすデータ連携に関する

ウラノス・エコシステム データ連携基盤構築の基本方針

安全性・信頼性や経済性、技術・人材育成に資するような、データ連携・利活用できるデータ連携基盤のアーキテクチャ設計にお
ける原則を以下の通り定め データ主権・トラストの確保されたものををウラノス・エコシステム内に構築していく。

2 インセンティブ・エンフォースメント確保の原則

3 UX・導入容易性確保の原則

4 相互運用性確保の原則

5 共通基盤利用の原則

１ データ主権・トラスト確保の原則

6 デジタル完結の原則

データ提供者がデータ提供の管理・制御をできること。デー
タの提供や利用、基盤への接続が、安全で信頼できること。
官民の健全なガバナンスが働いていること。

データを提供する側、システムを利用する側に、インセンティ
ブとエンフォースメントを働かせることができること。

技術的、費用的に、誰もが容易にデータを利用、処理で
きること。利用者や組織を中心とした高いユーザ・エクスペ
リエンスを提供できること。

分散したシステムやエコシステム同士がモジュール化され、
メッシュ型の相互運用ができる基盤であること。インタフェー
スには国際標準・業界標準を採用し、相互運用性を確保
すること。

分散と集中の適切なアーキテクチャの組合せであること。競
争領域・協調領域のレイヤ化に応じて、集中型共通基盤
を提供できること。

共通データモデル、共通基盤、メッシュ型に連携するモ
ジュール等により、データ主権に基づいたデータ連携を行い、
AIによる自動処理を含むデジタル完結の仕組みを提供で
きること。



サプライチェーン上のデータ連携の仕組みの例（蓄電池CFP・DD関係）

ウラノス・エコシステム データ連携基盤のシステムアーキテクチャ

ユーザシステム（ERP等）

アプリケーションA

蓄電池のトレーサビリティ管理システム

他の国内外
データスペー

ス等

データ流通プラットフォーム     （comply with Ouranos Data Platform Framework）

関連トラスト
サービス層

連携サービス層

アプリケーション層

ユーザ企業C共通ツール層

共通ツール

データ流通層

ユーザ企業B

CFPアプリ DDアプリ

データへの
アクセス制御

サプライチェーンの
トレーサビリティ管理

･･･

ユーザ企業A
ユーザシステム（ERP等）

又は都度出力
CFPアプリ
参考実装例

DDアプリ
参考実装例

・・・

CFP・DD
関連依頼

CFP・DD
関連通知

CFP
自動更新

CFP・DD関連
ステータス管理

・・・

各者システム層
ユーザシステム（ERP等）

又は都度出力

各種識別子を発行する仕組み

ルール・トラスト層

ルール・トラスト

共通識別子

共通データモデル

契約雛形

認定・認証制度

利用規約雛形

運用規約雛形

法令

その他
自動車
業界関連
サービス

蓄電池のCFP・DDを
認証する仕組み

蓄電池
パスポート
管理
システム

データ連携
システム層

アプリケーションB
CFPアプリ DDアプリ ・・・

CFP
情報管理

※各層のシステムは、以下を
 満たす機能を実装する。
・ログの管理
・データの機密性の確保
・データの完全性の確保
・セキュア通信の実現

共通ツール

･･･

アプリ・機能凡例
DD

情報管理

SDK
･･･

接続機能

アダプタ
（Adapter）

データ変換・加工

ユーザ認証
システム

ユーザ認証

…

システム認証

ユーザ
情報管理

Data Provider Data Provider Data Provider

Data 
Consumer

Data Consumer

Data 
Provider

コネクタ（データ提供）
(Connector (Provider))

認証コネクタ
(Authentication 

Connector)

Data Consumer Data Consumer

Data Consumer

社会課題解決のために、業界を横断し、また運用者が異なる複数のシステムが連携できるような、新たな社会インフラ（協調領域）と
しのデータ連携基盤の整備が必要となる。そのためには、安全性・信頼性、相互運用性、事業安定性と言った要件により制度的に認定
し、運営事業者の中立性を外形的に担保する。そのことにより、協調領域と競争領域の切り分けが困難な領域においてもサービス提供
を可能とすることができる。それを実現するシステムアーキテクチャの例は以下となる。

協調領域
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人口減少が進む日本の課題解決のために、政府はデジタル技術の社会実装を加速：

デジタルライフライン全国整備計画

出典：第12回デジタル田園都市国家構想実現会議 経済産業省提出資料（2023年3月31日）「デジタルライフライン全国総合整備計画の検討方針について」をもとにIPAが作成  
https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai12/shiryou2.pdf

行
政
・
社
会
で
の
取
り
組
み

民
間
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・
投
資

デジタルによる社会課題解決・産業発展

人手不足解消による生活必需サービスや機能の維持

人流クライシス 物流クライシス 災害激甚化

中山間地域では
移動が困難に

ドライバー不足で
配送が困難に

災害への対応に
時間を要する

情報通信技術（ICT）を活用した社会基盤＝デジタルライフラインの整備

ハード・ソフト・ルールのインフラを整備

ハード ソフト ルール

高速通信網、IoT機器、etc. データ連携基盤、３D地図、etc. 認定制度、アジャイルガバナンス、etc.

＞ ＜

https://www.cas.go.jp/jp/seisaku/digital_denen/dai12/shiryou2.pdf
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G2B、B2B取引におけるデジタル完結・データ利活用を推進：

金融・決済PJが実現したい世界観

発注

受領

支払

契約データ

請求データ

請求データ

支払データ

企業間取引 官公需取引

発注 受注

官公需取引を起点とした
請求・決済における標準データモデルを介した共通的なデジタル取引の実現

産業別商慣習に応じたEDI
等

会計法等に応じた入札シス
テム

利活用しやすい
取引データ利活
用環境の整備

受領

支払

請求

入金

公共調達マーケットプレイス 予定価格推定 ファイナンスオファリング
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データの相互運用性を担保する観点からデジタル庁が策定した技術的体系：

政府相互運用性フレームワーク (Government Interoperability Framework：
GIF)​

コ
ー
ド

スマートシティ
デジタル田園都市

防災

教育

自治体

府省庁

デジタル田園都市でGIF準拠で
設計することを要件化

日常と連携した防災基本情報の
設計基礎情報として活用中

教育データ標準に反映し、今後
の設計で活用。教育データ活用
ロードマップの基盤を支援

自治体システム標準化で文字や
データの基本データのパーツ等
を反映

政府標準ガイドライン等、情報
システム基準として推進

デジタル田園都市構想をGIF準拠で設計することを
要件化する等、普及施策との関連付けが図られている

活用状況体系 • データモデルを実装データモデル、コアデータモデル、
コアデータパーツ、コア語彙の４階層に整理

• 領域ごとのデータモデルは実装データモデルで整理

GIF
データ
モデル

実装データモデル [DM] (実際にサービスに活用するモデル)

コアデータモデル (人、法人、施設等、

連絡先アクセシビリティ等の共通モデル)

コアデータパーツ (基本形式等)

コア語彙 (データ項目辞書)

数値データ
(センサーデータ)

文字データ
(漢字、カナ、
ローマ字、英字)

ベースレジストリ
DM

行政サービス
DM

スマートシティ
DM

防災
DM

教育
DM

メタデータ
(検索情報)

データ

・・・ 金融
DM
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データの相互運用性を担保する観点からデジタル庁が策定した技術的体系：

金融分野データモデル

必須
項目

項目名 説明

必 請求書番号 請求書/仕入明細書発行時に発行主体にて採番され
た番号。35文字以内。

必 請求書発行日 請求書/仕入明細書の発行主体における発行日。
ISO8601(YYYY-MM-DD)に準拠。

必 受注者識別子 受注者の適格請求書発行事業者としての登録番号。

必 発注者識別子 発注者の適格請求書発行事業者としての登録番号。

必 請求書タイプ識別子 請求書/仕入明細書等、決済対象となる請求情報の
請求書タイプの識別子。UNCL1001に準拠。

設定項目策定状況

出典：https://github.com/JDA-
DM/GIF/tree/main/453_%E5%AE%9F%E8%A3%85%E3%83
%87%E3%83%BC%E3%82%BF%E3%83%A2%E3%83%87
%E3%83%AB_%E9%87%91%E8%9E%8D
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G2B、B2B取引におけるデジタル完結・データ利活用を推進：

基本コンセプトと普及に向けたアプローチ

想定適用対象 官公需取引1 B2B取引2

請求プロセス 決済プロセス

請求プロセスと決済プロセスの対応関係を
明確にするためのデータ標準を設定 (GIF)

各標準仕様策定主体との対話

異なる請求標準や決済手段を利用する場合であっても共通して利用可能なデータ標準等を特定することで、請

求・決済間の広範なデータ連携が可能に。

当該データ標準等をGIF金融分野消込DMとして策定することで、官民取引、民間取引双方への浸透を図る。

事業者A

JP PINT

電子請求書

事業者A

振込 (ZEDI)

クレジットカード

事業者B

経理・財務部門

仕向事業者が決済電文に
添付する取引情報

事業者B

業界EDI

異
な
る

業
界
標
準
が
存
在

電子記録債権

異
な
る

決
済
手
段
が
存
在
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www.ipa.go.jpもご確認ください 

http://www.ipa.go.jp/
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